





The relationship between moter ability and group play in infancy
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項目名 標本数 平均値 標準偏差 順位和 ｚ値 有意差
質１　外遊びが好き
　運動能力が低い 48 3.813 1.045 2307.5 1.882 △
　　　　　　高い 59 4.169 0.985 3470.5 
質２　遊ぶ友達はいつも同じである
　運動能力が低い 48 4.188 1.085 2646.0 0.367 
　　　　　　高い 59 4.169 1.003 3132.0 
質３　ルールが明確な遊びを好む
　運動能力が低い 48 3.229 1.036 2226.5 2.378 ※
　　　　　　高い 59 3.712 0.966 3551.5 
質４　チームで協力する遊びを好む
　運動能力が低い 48 2.729 1.047 1980.0 3.953 ※※※
　　　　　　高い 59 3.610 1.083 3798.0 
質５　友達との意思の疎通が難しい
　運動能力が低い 48 2.583 1.028 2999.5 2.676 ※※
　　　　　　高い 59 2.068 0.998 2778.5 
質６　友達と遊ぶのが好き
　運動能力が低い 48 4.438 0.823 2522.5 0.503 
　　　　　　高い 59 4.542 0.652 3255.5 
質７　内遊びが好き
　運動能力が低い 48 3.417 1.028 2707.0 0.754 
　　　　　　高い 59 3.288 0.911 3071.0 
質８　他の子に付いて遊ぶことが多い
　運動能力が低い 48 3.396 1.162 2900.0 1.986 ※
　　　　　　高い 59 2.915 1.222 2878.0 
質９　自分の言い分を押し通す（折り合いを付けることができない）
　運動能力が低い 48 2.604 1.125 2489.0 0.666 
　　　　　　高い 59 2.780 1.233 3289.0 
質10　リーダー役になることが多い
　運動能力が低い 48 2.167 1.173 1931.0 4.263 ※※※
　　　　　　高い 59 3.237 1.236 3847.0 
質11　一人で遊ぶのが好き
　運動能力が低い 48 2.500 1.111 2979.0 2.547 ※
　　　　　　高い　 59 2.000 0.928 2799.0 
質12　他の子に命令することが多い
　運動能力が低い 48 2.333 1.136 2183.0 2.653 ※※※
　　　　　　高い 59 2.966 1.217 3595.0 
質13　先生にまとわり付くことが多い
　運動能力が低い 48 2.938 1.099 2574.0 0.117 
　　　　　　高い 59 2.966 1.082 3204.0 
質14　マイルール（自分や特定のグループに都合が良い勝手なルール）を持ち出す
　運動能力が低い 48 2.458 1.202 2422.0 1.103 
　　　　　　高い 59 2.729 1.271 3356.0 
質15　ぼーっとしていることがある
　運動能力が低い 48 2.958 0.967 3040.0 2.921 ※※※
　　　　　　高い 59 2.339 0.993 2738.0 
質16　ルールが単純な遊びを好む
　運動能力が低い 48 3.104 0.951 2577.0 0.099 
　　　　　　高い 59 3.136 0.918 3201.0 
質17　他の子に命令されることが多い
　運動能力が低い 48 2.458 0.922 2644.0 0.348 
　　　　　　高い 59 2.424 0.986 3134.0 
質18　遊びの中でトラブルをよく起こす
　運動能力が低い 48 2.500 1.092 2454.5 0.889 
　　　　　　高い 59 2.763 1.331 3323.5 
質19　いつもよく遊ぶ友達の数は平均して何人ですか？
　運動能力が低い 48 2.896 1.134 2077.5 3.361 ※※※
















































































項目名 標本数 平均値 標準偏差 順位和 ｚ値 有意差
月齢
友達の数が少ない 91 75.253 3.638 5658.0 3.771 ※※※
　　　　　多い 52 77.615 3.431 4638.0 
身長評価
友達の数が少ない 91 0.121 1.094 6636.0 0.365 
　　　　　多い 52 0.000 1.172 3660.0 
体型
友達の数が少ない 91 0.044 1.115 6574.5 0.100 
　　　　　多い 52 0.154 1.073 3721.5 
走評価
友達の数が少ない 91 -0.824 0.864 5998.0 2.500 ※
　　　　　多い 52 -0.442 0.802 4298.0 
跳評価
友達の数が少ない 91 -0.956 0.953 6007.0 2.425 ※
　　　　　多い 52 -0.519 0.852 4289.0 
投評価
友達の数が少ない 91 -0.626 0.985 5927.0 2.777 ※※
　　　　　多い 52 -0.173 0.901 4369.0 
運動能力評価点
友達の数が少ない 91 -2.407 2.049 5715.5 3.563 ※※※
　　　　　多い 52 -1.135 1.804 4580.5 
質１　外遊びが好き
友達の数が少ない 91 4.000 1.033 6443.0 0.484 
　　　　　多い 52 4.096 0.975 3853.0 
質２　遊ぶ友達はいつも同じである
友達の数が少ない 91 4.088 1.092 6474.0 0.352 
　　　　　多い 52 4.231 0.877 3822.0 
質３　ルールが明確な遊びを好む
友達の数が少ない 91 3.396 1.053 6070.0 2.103 ※
　　　　　多い 52 3.788 0.893 4226.0 
質４　チームで協力する遊びを好む
友達の数が少ない 91 2.890 1.048 5426.0 4.883 ※※※
　　　　　多い 52 3.846 0.978 4870.0 
質５　友達との意思の疎通が難しい
友達の数が少ない 91 2.505 1.047 7203.5 2.853 ※※
　　　　　多い 52 1.981 0.918 3092.5 
質６　友達と遊ぶのが好き
友達の数が少ない 91 4.374 0.784 5929.0 3.037 ※※
　　　　　多い 52 4.750 0.480 4367.0 
質７　内遊びが好き
友達の数が少ない 91 3.473 1.026 6884.0 1.458 
　　　　　多い 52 3.231 0.807 3412.0 
質８　他の子に付いて遊ぶことが多い
友達の数が少ない 91 3.451 1.167 7248.0 3.012 ※※
　　　　　多い 52 2.808 1.189 3048.0 
質９　自分の言い分を押し通す（折り合いを付けることができない）
友達の数が少ない 91 2.604 1.228 6276.0 1.196 
　　　　　多い 52 2.808 1.067 4020.0 
質10　リーダー役になることが多い
友達の数が少ない 91 2.440 1.240 5699.5 3.673 ※※※
　　　　　多い 52 3.269 1.239 4596.5 
質11　一人で遊ぶのが好き
友達の数が少ない 91 2.516 1.149 7226.0 2.954 ※※
　　　　　多い 52 1.942 0.895 3070.0 
質12　他の子に命令することが多い
友達の数が少ない 91 2.374 1.180 5762.5 3.422 ※※※
　　　　　多い 52 3.077 1.118 4533.5 
質13　先生にまとわり付くことが多い
友達の数が少ない 91 3.154 1.074 7210.0 2.862 ※※
　　　　　多い 52 2.615 1.013 3086.0 
質14　マイルール（自分や特定のグループに都合が良い勝手なルール）を持ち出す
友達の数が少ない 91 2.549 1.223 6386.0 0.723 
　　　　　多い 52 2.654 1.136 3910.0 
質15　ぼーっとしていることがある
友達の数が少ない 91 2.901 1.044 7370.5 3.565 ※※※
　　　　　多い 52 2.250 0.988 2925.5 
質16　ルールが単純な遊びを好む
友達の数が少ない 91 3.242 0.958 6680.0 0.566 
　　　　　多い 52 3.135 0.886 3616.0 
質17　他の子に命令されることが多い
友達の数が少ない 91 2.560 0.991 6791.5 1.065 
　　　　　多い 52 2.385 0.932 3504.5 
質18　遊びの中でトラブルをよく起こす
友達の数が少ない 91 2.484 1.259 6381.0 0.740 



























第３クラスター 質８　他の子に付いて遊ぶことが多い ○ ○
質17　他の子に命令されることが多い
質16　ルールが単純な遊びを好む
質11　一人で遊ぶのが好き ○ ○
質15　ぼーっとしていることがある ○ ○
質７　内遊びが好き
質13　先生にまとわり付くことが多い ○
質２　遊ぶ友達はいつも同じである
質9　自分の言い分を押し通す
質14　マイルールを持ち出す
質18　遊びの中でトラブルをよく起こす
質５　友達との意思の疎通が難しい
質10　リーダー役になることが多い
質12　他の子に命令することが多い
質３　ルールが明確な遊びを好む
質４　チームで協力する遊びを好む
質１　外遊びが好き
質６　友達と遊ぶのが好き
質8　他の子に付いて遊ぶことが多い
質17　他の子に命令されることが多い
質16　ルールが単純な遊びを好む
質11　一人で遊ぶのが好き
質15　ぼーっとしていることがある
質7　内遊びが好き
質13　先生にまとわり付くことが多い
質２　遊ぶ友達はいつも同じである
図１　クラスター分析　基準：ウォード法
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子は運動能力が低く、自由遊びの時間帯には先生
にまとわり付くことが多い。
３） クラスター分析を用いて質問項目を層別化したと
ころ、３つのクラスターが確認できた。第１クラ
スターは遊びの中での自己主張やトラブルに関連
する項目群、第２クラスターは遊びの中での主体
性や積極性に関連する項目群、第３クラスターは
遊びの中での依存性や消極性に関連する項目群で
あると判断した。運動能力の高低、友達の数の多
少による比較では第２、第３クラスターの質問項
目群において有意な結果が多く得られた。
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配慮することが求められていると考えるが、そうした
経験が弱者にも配慮ができるリーダーの育成につなが
り、園内での群れ遊びの発展につながると考えること
ができよう。運動能力が高い子は遊びに対して中心的
かつ積極的であり、リーダー的な存在であるが、本当
の意味でのリーダーは、運動能力が低く、友達が少な
く、他の子と円滑にコミュニケーションができない子
どもにも配慮ができる存在であって欲しい。
　また、今回、第１クラスターに属する項目群に関し
ては、あまり大きな差異が見られなかった。第１クラ
スターに属する項目は、群れ遊びが円滑に行われるに
あたってはいずれも障害になりやすい事項であるとい
えるが、こうした要因は単純に運動能力の高低だけで
比較しても関係性がみえてこないという証左であろ
う。このあたりの関係についてはまた別の視点からの
検討が必要であると考えられる。
結　　論
　本研究では幼児期の群れ遊びと運動能力の関係につ
いて調べることを目的として、体格・運動能力の測定
と、園内での自由遊びにおける子どもの様子を質問紙
形式で調査した。その結果、以下のことが確認でき
た。
１） 運動能力が高い子は低い子に比較して、ルールが
明確でチームで協力するような遊びを好み、リー
ダー役になることが多く、よく遊ぶ友達の数の平
均も多いが、他の子に命令することも教師からみ
て顕著にある。反対に、運動能力が低い子は高い
子に比べて、友達との意思の疎通が難しく、他の
子に付いて遊ぶことが多く、一人で遊ぶことが好
きであり、自由遊びの時間帯にぼーっとしている
様子も伺える。
２） よく遊ぶ友達の数について質問したところ、平均
人数が多い（あるいは低い）子は運動能力が高い
（あるいは低い）子の特徴とよく似た結果を示し
た。友達の数が多い子は運動能力が高く、友達と
遊ぶのが好きである。反対に、友達の数が少ない

